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【ご利用にあたって】

・表やグラフの数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計（小計）が整合しない場合があります。

・記載内容は、令和７年３月現在の内容のため、変更が生じる場合があります。
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おもな事業 ．．８
暮らしに関すること

健康・福祉に関すること

産業・観光に関すること

教育・文化に関すること

その他

この冊子では、町のお金(予算)の使いみちや、その内容などについて、

グラフやイラストを入れてわかりやすく紹介しています。

町の予算や仕事に、興味をもっていただくきっかけになれば幸いです。
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予算って、なんのこと？

予算は、町に入ってくるお金「歳入（収入）」と、出ていくお

金「歳出（支出）」の使い道を計画したものです。

町の仕事（事業）は、すべて予算を通して行われ、その仕事を

するためのお財布を「会計」といいます。

予算は、毎年４月１日から翌年３月３１日までの収入と支出を

比べ、町の財政状況を明らかにすることができます。

予算は、どのように決まるの？

予算編成方針では、実施計画
(今後10年間に取り組む事業と

経費をまとめたもの)や、財政

計画(将来の財政状況の見通し

をまとめたもの)をもとに、翌

年度予算の考え方や重点的に

取り組むものなどを示します。

次に、どのような行政サービ

スを実施するかを話し合い、

予算案が完成します。

完成した予算案は、町長が議会に

提案します。

町議会で決定(議決)されると、予

算が成立します。

当初予算
当初予算は、新年度が始まる前までに

町議会で議決され成立します。

これを「当初予算」といい、一般的に

は『予算』といえば当初予算のことを

指します。

11月 ① 予算編成方針

12月 ② 予算要求

1月 ③ 各課ヒアリング

④ 町長・副町長査定

2月 ⑤ 予算案の決定

3月 ⑥ 議会提案

⑦ 議会審議

⑧ 予算成立

4月 行政サービスの実施

当年度

翌年度

補正予算
補正予算は、当初予算の編成後に

生じた事由により、当初予算に追

加または変更をする予算のことを

いいます。
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予算は、次の７つの要素から成り立ちます。

それぞれの特徴の一部を紹介します。予算をつくる７つの要素

１．歳入歳出予算

１年間に実施する事業とその事業に必要な

お金（歳出予算）、町にどのくらいのお金

が入ってくるか（歳入予算）を見積ったも

のです。歳入予算は、計画された金額を超

えて収入することはできますが、歳出予算

はあらかじめ上限を決めて、その上限を超

えないようにお金を管理します。

２．継続費

大きな工事など、その事業が終わるまでに

２年度以上にわたって継続して代金を支払

う必要がある場合に、必要なお金の総額と

各年度の支出限度額を決めることで、事業

が何年間にわたるかを明らかにします。

３．繰越明許費

ある特定の事業が翌年度にずれ込むため、

年度内に支払いが終わらないことがあらか

じめ予想される場合に、翌年度に繰り越し

て使用することができるお金の限度額を決

めておきます。

４．債務負担行為

翌年度以降の支出を伴う契約などを行う場

合に、あらかじめ予算で、期間を限定して

その限度額を予算に決めておきます。

５．地方債（町債）

特定の事業の支払いに充てるため、町が長

期的に借りるお金のことです。

家計におきかえると、住宅ローンなどに相

当します。地方債は歳入不足を補うもので、

地方債で得られる収入は、必ず歳入予算に

計上します。

６．一時借入金

年度内のある時期に一時的に発生する資金

不足を補う借入金です。一時借入金は、一

時的な資金不足が生じなければ借入する必

要はありませんが、借入した場合はその年

度内の収入で、年度内に返済しなければな

りません。予算では、その借入最高額を決

めておきます。

７．歳出予算の各項の経費の

金額の流用

歳出予算は、「款・項・目・節」の４つに

区分されています。このうち、款と項は議

会の議決で金額が決まっているため、相互

の流用はできません（議決内容を勝手に変

更することはできません）。

この冊子では、

「歳入歳出予算」を中心に

紹介するよ。
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予算を知ろう

当初予算

総額
204億3,121万円

令和７年度の予算は？

総額 2 0 4億 3 , 1 2 1万円のうち、

身近な行政サービスを行う

「一般会計」が全体の半分以上

の 1 2 3億 1 , 5 0 0万円（ 6 0 . 3％）

を占めています。

一般会計とは別個に最終歳出

を処理するための「特別会計」

が 5 1億 5 , 9 8 8万円（ 2 5 . 2％）、

事業収入を主な財源として独立

採算で事業を行う「公営企業会

計」が 2 9億 5 , 6 3 3万円

（ 1 4 . 5％）となっています。

123億1,500万円

（60.3％）国民健康保険

特別会計
24億88万円

（11.8％）

奨学資金貸付事業

特別会計
1,757万円（0.1％）

下水道事業会計
17億37万円

（8.3％）

介護保険

特別会計
24億2,975万円

（11.9％）

後期高齢者医療

特別会計
3億1,168万円

（1.5％）

病院事業会計

12億5,596万円

（6.1％）

51億5,988万円

（25.2％）

29億5,633万円（14.5％）

町のお財布は３種類

一般会計

おもに町税や地方交付税の収入をもと

に、福祉・教育・道路整備など生活に

つながりのある行政サービスを行う会

計です。

特別会計

特定の収入をもとに、その事業を行う

会計です。おいらせ町には、奨学資金

貸付事業・国民健康保険・介護保険・

後期高齢者医療の４会計があります。

公営企業

会計

利用者の皆さんが支払う料金収入をも

とに事業を行う会計です。おいらせ町

には、病院事業会計と下水道事業会計

があります。

公営企業会計

一般会計

特別会計

いろんな会計があるね。

この冊子では、一般会計の

予算を中心に紹介するよ。



4

予
算
の
し
く
み

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

歳入のしくみ

歳入総額
123億1,500万円

どんな収入があるの？

町 税

27億6,649万円

（22.5％）

地方譲与税等

8億1,783万円（6.6％）

繰入金
4億4,908万円

(3.6％)

町債

7億7,870万円（6.3％）

使用料・手数料
7,313万円(0.6％)

その他
1億6,308万(1.3％)

町に入ってくるお金は、地方税や使用料・手数料などの町が自主的に収入できるお

金（自主財源）と、国や県などから調達するお金（依存財源）に分けることができま

す。

さらに、その財源は、使い道が決まっているお金（特定財源）と自由に使えるお金

（一般財源）に分けることができます【参考：下の図】。

町税、固定資産税、

たばこ税、軽自動

車税など
町の基金を取り崩

して使うお金

施設の使用料など

財産収入や寄附金

などの諸収入

地方消費税など国や県が

集めた税金から配分されるお金

国や銀行から借りるお金

34億5,178万円

（28.0％）

自主財源

88億6,322万円

（72.0％）

依存財源

地方税（町税）

分担金・負担金など

分担金・負担金

（使い道が特定されるもの）

地方交付税、地方譲与税、

利子割交付金、地方消費税交付金

など

国庫支出金、県支出金
（一部は一般財源）

地方債（町債）

依存財源 自主財源

一般財源

特定財源

お金(財源)の区分

地方交付税
34億8,235万円(28.3％)

使い道を特定せず、

自治体の財政状況により

国から交付されるお金

国・県支出金
37億8,434万円

（30.7％）

使い道を特定して、

国や県から交付さ

れるお金

依存財源も上手に

活用しながら

自主財源を確保

することも

大切なんだ。



5

予
算
の
し
く
み

歳出のしくみ

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

歳出総額
123億1,500万円

民生費 高齢者や障がい者の福祉、子育て支援などに使うお金

教育費 学校教育や小中学校の管理、スポーツ・文化の社会教育に使うお金

総務費 職員給与、広報、情報政策の整備、交通安全対策など町の運営に使うお金

土木費 道路の整備、除雪、公園の管理などに使うお金

衛生費 予防接種・健康診査、ごみ処理など健康と生活環境に使うお金

公債費 町が借りているお金を返すために使うお金

消防費 消防団員の報酬、消防施設の管理、災害対策などに使うお金

農林水産業費 農業・林業・水産業の振興、農村公園や施設管理などに使うお金

商工費 観光の振興、町観光団体・町商工会の支援などに使うお金

議会費 町議員の報酬など議会の運営に使うお金

労働費 雇用対策、勤労者研修センターの運営などに使うお金

災害復旧費 災害により被害が発生したときに使うお金

町のお金は、何に使われるの？

町のお金は、子育て支援や高齢者福祉などに使われる「民生費」、学校教育や

社会教育などに使われる「教育費」、道路整備や公園管理などに使われる「土木

費」など、日常生活に関係の深い分野に多くの予算が使われます。

右は令和６年度の歳出だよ。

令和７年度のグラフと比べてみると、

お金の使いみちは、毎年必要に応じて

変わっていることがわかるね。

民生費

46億1,602万円

（37.5％）

教育費
18億5,073万円

（15.0％）

総務費
18億2,551万円

（14.8％）

土木費

12億115万円

（9.8％）

公債費
8億6,212万円

（7.0％）

衛生費

9億7,144万円

（7.9％）

農林水産業費
2億4,153万円

（2.0％）

その他
2億3,631万円

（1.9％）

消防費

5億1,019万円

（4.1％）

Ｒ６

歳出総額
115億円

歳出の科目

民生費
38億8,466万円

（33.8％）

教育費
19億6,081万円

（17.1％）

総務費
12億6,752万円

（11.0％）

土木費
15億273万円

（13.1％）

公債費
9億3,523万円

（8.1％）

衛生費
9億5,466万円

（8.3％）

農林水産業費
2億2,524万円

（2.0％）

その他
2億3,132万円

（2.0％）
消防費

5億3,783万円

（4.7％）
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町民１人あたりの予算はどのくらい？

一般会計の予算を町民１人あたりに計算すると、

４８万９,３１２円 の住民サービスを行っています。

令和7年度一般会計予算を、令和7年1月31日現在の人口 25,168人で割りました。

民生費

（福祉・医療等）

149,968円
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予算を家計簿に例えてみると？

町の予算を、６人家族の家庭に例えてみましょう。
（一般会計予算を一般家庭の規模に置き換えて、１か月の収入約50万円、年収600万円とします。）

支出は、食費や医療費・ローンの返済など毎月必要な支出(義務的経費)の

ほかに、光熱水費や日用品(経常的な支出)、家のリフォームや家電の

修理(臨時的な支出)があります。

収入は、お給料のほかに、貯金を取り崩したりローンを組んだりして、

支出分に足りないお金をやりくりしています。

義務的経費
法令で支払い

が義務付けら

れているお金

です。

投資的経費
建設事業など

に使うお金

です。

その他の経費
その他の経費の

うち、物件費は

義務的経費に近

く、経常的に支

払いが必要なお

金です。
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令和７年度のおもな事業

令和７年度に取り組む事業のなかから、

くらしに身近な事業を分野別に紹介します。



№ 1 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 28%

町 72%

№ 1 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 19%

県 10%

借 0%

他 0%

町 71%

9

財源の内訳

政策推進課

町 の お 金 ３,２７５ 万円

地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

２,４４１

浄化槽設置費の補助事業

借 り る お 金 ０ 万円

事業に必要なお金

浄化槽設置費用の一部を補助

事業の名前

担当する課万円

１,２９９

万円

特
定
財
源

国 の お 金

県 の お 金

借 り る お 金

その他のお金

２３４

０

０

町 の お 金 １,７３８

万円

万円

万円

４６９

万円

コミュニティバスの運行

公共交通確保事業

事業に必要なお金 ４,５７４ 万円 担当する課

事業の名前

その他のお金 万円

財源の内訳

予
算
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み

予
算
を
知
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う

お
も
な
事
業

特定の路線を決まった時間に運行する町民

バス（北線・市街地循環線）に加えて、希

望の乗車場所から目的地まで送迎する予約

方式のデマンド型乗合バス「（愛称）おい

らバス」を運行しています。

下水道区域外等に新たに合併浄化槽を設置

する場合や単独浄化槽から合併浄化槽に改

修する場合などの設置費用と、既存合併浄

化槽の浸透ます更新費用の一部を補助しま

す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

№ 1 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%
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家庭ごみの収集運搬および処分費用を負担

事業の名前 ごみ処理事業

事業に必要なお金 ２億６,１９５ 万円 担当する課 町民課

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 １００ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 ２億６,０９５ 万円

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

安全に通行できるように維持管理

事業の名前 道路の維持補修事業

事業に必要なお金 １億２,５４２ 万円 担当する課 地域整備課

町 の お 金 １億２,５４２ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金

財源の内訳

家庭から出されるごみの収集運搬と処分は、

十和田市・六戸町・おいらせ町・五戸町・

新郷村の共同で行っています。

ごみの搬出量に応じた負担金を、十和田地

域広域事務組合に支払っています。

道路舗装や側溝などの補修工事や、草刈り

及び側溝清掃などの維持管理を行っていま

す。

一部の町道草刈りについては、パートナー

シップ除草作業事業により町内会等で行っ

ています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 17%

県 0%

借 24%

他 0%

町 59%

№ 1 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 45%

県 0%

借 33%

他 0%

町 21%

11

予
算
の
し
く
み

安全で利便性の高い町道の新設・改良整備

事業の名前 道路新設改良事業

事業に必要なお金 １億８,５８７ 万円 担当する課 地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ３,１０３ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ４,５００ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億０,９８４ 万円

４,４５０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

安全な通行と長寿命化のための整備・補修

事業の名前 橋りょう整備・補修事業

事業に必要なお金 １億３,３３５ 万円 担当する課 地域整備課

町 の お 金 ２,８３５ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ６,０５０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金

財源の内訳

生活関連道路整備計画、通学路交通安全プ

ログラム及び地域からの要望に基づき、町

道の新設・改良工事を行っています。

また、国の補助事業等を活用し、幹線町道

の舗装補修工事を行っています。

橋りょうの安全な通行と長寿命化のため、

橋りょうの補修工事を行っています。

おいらせ町橋梁長寿命化修繕計画に基づい

て、令和５年度から神明橋の補修工事を

行っています（令和8年度完了予定）。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 7

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

№ 1 － 8

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 3%

借 0%

他 4%

町 93%

12

予
算
の
し
く
み

冬期間の除雪・排雪

事業の名前 除雪対策事業

事業に必要なお金 １億７,１４８ 万円 担当する課 地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ０

４,９７７ 万円 担当する課 まちづくり防災課

万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億７,１４８ 万円

町 の お 金 ４,６１８ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 １５７ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ２０２ 万円

財源の内訳

お
も
な
事
業

地域の絆と住みよい地域社会の形成

事業の名前 コミュニティ推進事業

事業に必要なお金

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町内会活動の支援のため、地区の世帯数に

応じた町内会運営費の助成金、及び町内会

が管理している集会施設の光熱水費の助成

金を交付しています。

また、町内LED街路灯約4,500基の設置費

用及び電気料金を町が負担しています。

冬期間における町道等の道路交通を確保す

るため、除雪作業や凍結防止剤の散布を

行っています。

また、町内会等とのパートナーシップ事業

により、歩道除雪作業を行っています。



№ 1 － 9

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 10%

他 0%

町 90%

№ 2 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 49%

県 23%

借 0%

他 0%

町 28%

13

予
算
の
し
く
み

くらしを守る消防・防災体制の充実

事業の名前 消防体制の確保事業

事業に必要なお金 ４億５,５２３ 万円 担当する課 まちづくり防災課

お
も
な
事
業

安心して子育てできる環境支援

事業の名前 民間保育園への運営費給付事業

事業に必要なお金 １５億２,７４３ 万円 担当する課 子育て支援課

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 万円

町 の お 金 万円

１２５

４,５３０

０

４億０,７５３

特
定
財
源

国 の お 金 １１５

財源の内訳

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 万円

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 ４６６ 万円

万円

７億４,９０８

３億４,６４０

０

４億２,７２９町 の お 金 万円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

児童の健全育成を目的として、保育園や認

定こども園に対し、教育や保育に要する費

用を給付しています。

国・県・町で負担し、実施している事業で

す。

町の消防・救急活動は、八戸市、三戸郡６

町村と共同で行っています。八戸地域広域

市町村圏事務組合の活動に必要な負担金を

支出しているほか、町内の消防団に装備品

購入費や出動経費を支出しています。

令和７年度は、下田第５分団の消防ポンプ

自動車を水槽付き消防ポンプ自動車に更新

します。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 2 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 31%

県 27%

借 0%

他 0%

町 42%

№ 2 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 20%

借 0%

他 0%

町 80%

14

万円 担当する課 子育て支援課

財源の内訳

町 の お 金 １億０,５７４ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ２,６７６ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

子育て環境の充実

事業の名前 子ども・子育て支援事業

事業に必要なお金 １億８,２３３ 万円 担当する課 子育て支援課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ５,５７２ 万円

県 の お 金 ４,９５６ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ４

予
算
の
し
く
み

予
算
を
知
ろ
う

万円

町 の お 金 ７,７０１ 万円

子育て世帯、ひとり親家庭の経済的負担を軽減

事業の名前 子どもの医療費補助事業

事業に必要なお金 １億３,２５０

お
も
な
事
業

子どもの健やかな成長のために適切な環境

を整えることを目的として、放課後児童ク

ラブや児童館等の施設への助成を行ってい

ます。

また、延長保育などの特別保育事業や、子

育てショートステイ事業の利用等の子育て

支援事業を行います。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

子育てしやすい環境づくりと健康増進のた

め、児童生徒（0歳から高等学校卒業相当

年齢まで）の保険適用分の医療費を無償化

する取り組みを行っています。

また、ひとり親家庭の父、母及び児童に対

し、保険適用分の医療費を助成する取り組

みを行っています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 2 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 48%

県 25%

借 0%

他 0%

町 27%

№ 2 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

15

障がい者の自立支援の充実

事業の名前 障がい者および障がい児の福祉事業

事業に必要なお金 ８億２,８３９ 万円 担当する課 介護福祉課

財源の内訳

県 の お 金 ２億１,００８ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ３８３ 万円

町 の お 金 ２億２,０３１

１億１,９２４ 万円 担当する課 健康保険課、子育て支援課

万円

予防接種事業

予
算
を
知
ろ
う

感染症予防支援の充実

特
定
財
源

国 の お 金 ３億９,４１７ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ３０ 万円

県 の お 金 １３ 万円

町 の お 金 １億１,８６６ 万円

その他のお金 １５ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

事業に必要なお金

事業の名前

予
算
の
し
く
み

お
も
な
事
業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

居宅介護・施設入所支援や補装具購入費用

の助成など、障がいの状況に応じて、生活

または療養する上で必要な障害福祉サービ

スの提供を行っています。

高齢者と乳幼児を主な対象として、感染症

等の発病・重症化の予防及び蔓延防止のた

め、法律で接種を勧められているワクチン

の接種費用を助成しています。

令和７年度からは、高齢者を対象として、

帯状疱疹ワクチンが定期接種の対象となり

ました。



№ 2 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 4%

県 2%

借 0%

他 13%

町 81%

№ 2 － 7

財源の割合（棒グラフ）

国 67%

県 0%

借 30%

他 0%

町 3%

16

借 り る お 金 ６,８７０ 万円

１,０７６ 万円

町 の お 金 ６,６６８

国 の お 金

町 の お 金 ７７４ 万円

疾病予防対策の充実

事業の名前 健康診査事業

事業に必要なお金 ８,２５２ 万円 担当する課 健康保険課、子育て支援課

財源の内訳

担当する課 子育て支援課

万円

川口保育園の移転整備

事業の名前 児童福祉施設整備事業

特
定
財
源

０ 万円

予
算
の
し
く
み

事業に必要なお金 ２億２,９３１ 万円

３６８ 万円

県 の お 金 １４０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 １億５,２８７ 万円

県 の お 金 ０ 万円

その他のお金

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

川口保育園は、園舎建築から５０年が経過

したこと、現所在地が津波浸水区域となっ

ていることから、園児及び施設関係者等の

安全確保のため、移転・建替えをすること

になりました。

川口保育園移転建築費用の一部について助

成金を交付します。

町民の健康増進を目的として、各種健（検）

診費用を助成しています。

成人に対しては、健康診査、がん検診、人

間ドックなどが対象となります。また、妊

産婦・乳児に対しては、妊産婦・乳児健康

診査、先天性股関節脱臼検診、新生児聴覚

検査などを対象としています。



№ 3 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 25%

他 0%

町 75%

№ 3 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

17

安全な通行と機能保全のための農道整備

事業の名前 農道保全対策事業

事業に必要なお金 １,５２６ 万円 担当する課 農林水産課

財源の内訳

万円

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 万円

町 の お 金 万円

０

３８０

０

１,１４６

０
特
定
財
源

国 の お 金

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

観光物産事業を支援し、まちの魅力を発信

事業の名前 観光団体支援事業

事業に必要なお金 １,５８３ 万円 担当する課 商工観光課

借 り る お 金

町 の お 金 １,５８３ 万円

予
算
の
し
く
み

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町の物産事業支援や観光イベントを実施

するため、町観光物産協会に補助金を交

付しています。

百石まつり・下田まつり、白鳥の愛護活

動、森の感謝祭などのイベントを開催し

ています。

既設の農道について、点検診断を行い、農

道としての機能の保全・強化を図るために

整備工事を行います。

令和７年度は、間木地区の県営通条件整備

事業の一環として、調査計画を実施します。



№ 4 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 88%

借 0%

他 0%

町 11%

№ 4 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 24%

県 0%

借 50%

他 7%

町 18%

18

学校給食費無料化で子育て環境を充実

事業の名前 学校給食費の無料化事業

事業に必要なお金 １億３,０１７ 万円 担当する課 学務課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０

県 の お 金 １億１,４８６ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ６１ 万円

町 の お 金 １,４７０ 万円

借 り る お 金 ２億５,１４０ 万円

その他のお金 ３,７００ 万円

木ノ下中学校講堂の改築工事・外構工事

事業の名前 木ノ下中学校の講堂改築事業

事業に必要なお金 ５億０,０１０ 万円 担当する課 学務課

お
も
な
事
業

町 の お 金 ９,１９０ 万円

予
算
の
し
く
み

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 １億１,９８０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

万円

保護者の経済的負担の軽減や、子育て支援

策の一環として、小中学生の学校給食費を

無料化する取り組みを行っています。

令和７年度から、県の交付金（学校給食費

無償化等子育て支援市町村交付金）を受け

られることになりました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

老朽化した木ノ下中学校の講堂（体育館）

の改築事業を行っています。令和７年度は、

講堂の改築工事及び外構工事を行います。

また、令和８年度には旧講堂の解体工事を

行う予定です。



№ 5 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 67%

町 33%

№ 5 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 21%

借 0%

他 0%

町 79%
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ふるさと応援事業でおいらせ町をＰＲ

事業の名前 ふるさと納税事業

事業に必要なお金 ３,５８８ 万円 担当する課 商工観光課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ２,４００ 万円

町 の お 金 １,１８８ 万円

人口増加のまち おいらせ町

事業の名前 定住促進事業

事業に必要なお金 １,４４４ 万円 担当する課 政策推進課

万円

県 の お 金 ３０５ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

予
算
の
し
く
み

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

町 の お 金 １,１３９ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０

おいらせ町にふるさと納税をしてくれた方

に、お礼品として町の特産品をお届けして

います。

また、ふるさと納税サイトを活用し、町の

特産品をＰＲしながら、おいらせ町の魅力

を発信しています。

下田小学校と甲洋小学校区に住宅を取得し

た方への費用助成や、新婚世帯に対する新

生活費用の助成などにより、おいらせ町へ

の移住・定住を促進しています。

また、百石高校生を中心に、町の魅力をＰ

Ｒするための動画を作成し、町内外へ発信

する事業を行っています。
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町独自事業



№ 5 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 39%

他 0%

町 61%

№ 5 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 86%

他 4%

町 10%
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新庁舎及び病院建設に向けた調査の実施

事業の名前 新庁舎・病院建設事業

事業に必要なお金 １億７,４６５ 万円 担当する課 総務課、社会教育・体育課、おいらせ病院

財源の内訳

予
算
の
し
く
み

万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ６,７５０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億０,７１５ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０

予
算
を
知
ろ
う

老朽化した公共施設の長寿命化

事業の名前 公共施設の適正管理事業

事業に必要なお金 １億７,７２６ 万円 担当する課 まちづくり防災課、社会教育・体育課

お
も
な
事
業

町 の お 金 １,７４７ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 １億５,３３０ 万円

その他のお金 ６４９ 万円

庁舎（本庁舎・分庁舎）及び病院は、老朽

化が進んでいるうえ津波等浸水想定区域内

にあるため、安全な場所へ移転します。

令和７年度は建設予定地の測量・用地調査、

基本設計・実施設計、地質調査等を行いま

す。
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老朽化してきている公共施設をより長く使用

できるようにするため、計画的に修繕等を行

います。

令和７年度は、二川目地区生活会館、阿光坊

地区農事集会所、白鳥監視小屋、百石第３分

団及び第7分団拠点施設、下田公園野球場、

北公民館が対象です。



№ 5 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 89%

他 0%

町 11%

№ 5 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 8%

町 92%

21

予
算
の
し
く
み

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

町 の お 金 ７億８,９２４ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ７,２８４ 万円

健全な財政運営の推進

事業の名前 町債（町の借金）の償還

事業に必要なお金 ８億６,２０８ 万円 担当する課 財政管財課

財源の内訳

公共施設設備の省エネルギー化

事業の名前 公共施設照明器具ＬＥＤ化事業

事業に必要なお金 ９,７３６ 万円 担当する課 社会教育・体育課

財源の内訳

町 の お 金 １,０７６ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ８,６６０ 万円

その他のお金 ０ 万円
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公共施設の照明をＬＥＤ照明に替え、省エネ

ルギー化しながら長期利用できるよう、計画

的に改修工事を行います。

令和７年度は、北公民館、東公民館、みなく

る館、いちょう公園多目的グラウンドが対象

です。

道路や施設の建設事業など多くの費用を必

要とする事業を行うとき、町では金融機関

などから資金の借り入れをします。長期に

わたって返済することによって、世代間の

負担が公平になるようにしています。
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